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教科 理科 科目 物理α 
単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 ２東書物理 308  改訂 物理 （東京書籍） 

副教材等 
改訂 ニューグローバル 物理基礎＋物理 （東京書籍） 

2023物理重要問題集 物理基礎・物理（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理学は自然現象をいかに記述するかを目的としており、あらゆる自然科学の基礎となる科目です。

物理は力学、熱力学、波動、電磁気、原子等の分野の基礎を扱う科目です。実はこれらは根本で繋が

っており全体を通して自然現象を理解するようになっています。ところで、我々人間の行動も勿論自

然現象であり、物理法則に支配されています。よって、物理を学習することは、理系・文系を問わず、

我々がどのように生きていくかを考える上で極めて重要です。３年の物理では、２年次の続きの熱力

学、波動、電磁気、原子分野を扱います。教科書と問題集を中心に、論理的な考え方を学びます。 

 

２ 学習の到達目標 

１．日常生活や社会との関連を図りながら，物理現象を全体的にとらえる。 

２．自然現象に対して目的意識をもって観察・実験を行い，探究する能力と態度を育てる。 

３．物理の基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，論理的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら物

理や物理現象の関係

に関心をもち、意欲

的に探究しようとす

るとともに、興味・関

心をもっている。科

学的な見方や考え方

を身に付けている。 

物理や物理現象の中

に問題を見いだし、

探究する課程を通し

て、事象を科学的に

考察し、導き出した

考えを適切に表現し

ている。 

物理や物理現象に関

する観察、実験など

を行い、基本操作を

習得するとともに、

それらの過程や結果

を的確に記録、整理

し、自然の事物・現象

を科学的に探究する

技能を身に付けてい

る。 

物理や物理現象に

ついて、基本的な概

念や原理・原則を理

解し、知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

自己評価アンケート

の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

内
容 

単
元 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

           

運
動
量 

運動量と力積の関

係 

物体の衝突や分裂

における運動量の

保存 

はね返り係数 

弾性衝突と非弾性

衝突 

○  ○ ○ a: 力積と運動量が関わる日常 

の運動について関心を持ち，意

欲的に探究しようとする。 

b: 力積と運動量の定義から導 

かれる法則性を見出し，スポー

ツや身近な現象について力積

と運動量の考え方から説明で

きる。 

c: 日常の様々な運動につい 

て，力積と運動量の観点から話

し合い，実験を行って得られた

結果を的確に表現できる。 

d: 力積・運動量という基本的

な概念を理解し，運動量保存の

法則について成立条件を含め

て正しく知識を身につけ活用

できる。 

学習状況の

観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

探究活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 

２
学
期 

熱
力
学 

  

気
体
分
子
の
運
動
と
圧
力 

気体分子の運動と

圧力 

気体の状態方程式

気体分子の速さ 

気体の圧力 

絶対温度 

  ○ ○ a: 気体の圧力・温度と分子運

動との関係について意欲的に

探究している。 

b: 熱と温度と内部エネルギー

について実証的・総合的に考察

できる。 

c: 気体の状態や内部エネルギ

ーについて理解する。 

d: 気体の分子運動・圧力・温

度・内部エネルギーの基本的な

概念について理解できろ。 

学習状況の

観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

探究活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 

気体の内部エネル

ギー 

理想気体 

○   ○ 

気
体
の
状
態
変
化 

熱，仕事及び内部

エネルギーの関係 

熱力学第１法則 

〇  〇 〇 a: 気体の状態変化と内部エネ

ルギーについて関心を持ち，意

欲的に探究している。 

b: エネルギーの有効活用につ

いて思考し，省エネルギーのた

めの方法を判断できる。 

c: 熱・仕事・内部エネルギー

学習状況の

観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

探究活動の

記録、発表 

熱機関とその熱効

率 

熱現象の不可逆性 

 

〇 〇   



熱とその利用 

 

 

〇 〇 〇 〇 の関係についてイメージでき

るようになる。 

d: 熱・仕事・内部エネルギー

の関係について理解する。 

定期考査の

結果 

３
学
期 

原
子 

電
子
と
光 

電子の電荷と質量 

電子の比電荷 

電気素量 

 

○   ○ a: 電子の発見の歴史に興

味・関心を抱きく。 

b: 電子の電荷と質量について

理解する。 

c: 電子や光の粒子性・波動

性を概念を形成している。 

d: 電子や光の粒子性と波動性

に関する歴史的な実験につい

て知る。 

a: 原子の構造に関する科学的

探究のプロセスに興味・関心を

抱き，意欲的に探究しようとし

ている。 

b: 原子構造とスペクトル，原

子核，素粒子について理解し，

それらを発見した歴史的な実

験と関連づけて考察し表現で

きる。 

c: スペクトル観察や半減期の

実験などを通して，原子構造や

原子核反応の概念を形成して

いる。 

d: 原子構造や素粒子の発見に

関する歴史的な実験について

知るとともに，スペクトルと電

子のエネルギー準位との関係

や，原子核の崩壊および核反応

について理解している。また，

原子力や放射線の利用とその

リスクについての知識を身に

つけている。 

学習状況の

観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

探究活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 

学習状況の

観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

探究活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 

電子や光の粒子性

と波動性 

 

 

 

○  ○  

原
子
と
原
子
核 

原子の構造及びス

ペクトルと電子のエ

ネルギー準位 

原子核の崩壊及び

核反応 

 

○ 

 

○ 

 

○ ○ 

 

素粒子 

 

○ ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


